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◆改憲の策謀を阻止する歴史的大闘争を！

共同ｾﾝﾀｰ 第6回全国交流集会に１８６人
憲法改悪反対共同センターは10月4日、全労連会館で「憲法闘争の発展をめざす第6回全国交流集会」を開催し39都道府県・32中央団体から186人が参加しました。

全日本民医連の大河原事務局次長は主催者あいさつで、「参院選で惨敗した福田首相は所信表明で『「美しい国』『「戦後レジームからの脱却』に触れることができなかったことは私たちの運動が作り出した成果。このチャンスを生かし改憲策謀を阻止する運動をいっそう広げよう」と述べました。9条世界会議実行委員会の川崎事務局長が連帯挨拶。「改憲を止めるため世界の平和運動と連帯し来年5月に『9条世界会議』を開催する。全国の仲間と協力して成功させ世界中に憲法9条を広げたい」と発言。

「参院選後の憲法をめぐる情勢」と題して憲法会議代表幹事の川村俊夫氏が講演。みんなの要求と憲法を結び付け生活のあらゆる場面で憲法を生かことの重要性を強調した。全労連の今井常任幹事が「全自治体に地域共同センターの確立」「住民過半数署名の推進」「学習・宣伝の強化」などを基調提起した。特別報告を北海道共同センター大地事務局長、千葉土建梅川書記次長、大学生の岩崎さんがおこない、日本共産党の仁比聡平参議院議員が国会報告、会場発言は１４団体でした。

まとめに立った今井氏は、①過半数署名はスローガンから実践の段階、全有権者を対象に署名推進の目標に執念を持って取り組もう。②参加者１人ひとりが、楽しく、生き生きと、ためになり、成長できるような取り組みが必要。③労働組合の取り組みの遅れを克服し牽引車の役割発揮が求められている。④生活苦の根源に「構造改革」があり、憲法と生活・くらし、仕事を結びつけ職場と地域からの運動を強めよう。⑤地域共同センターを全国的に網羅するため各団体中央・地方が一体的な役割を発揮し、地域からの運動をすすめていこう。と提起。歴史を切り開く奮闘を呼びかけました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆コープ九条の会・かながわ

コープ九条の会・神奈川の「一周年のつどい」が62名の参加で開かれました。

　つどいでは、神奈川在住の小野強さんから、コカリナ演奏と軽快なトークを披露していただいた後、記念講演として、ジャーナリストの伊藤千尋さんから「国際的な視野のもとで憲法９条をどう活かすか」をテーマにお話しをいただきました。

　伊藤さんは、日本と同じく平和憲法を持つコスタリカの実情を紹介しながら、平和憲法の素晴らしさと同時に、平和を守り憲法を活かしていく、一人ひとりの自覚と行動、そのことを可能にする教育の大切さについて、ユーモアたっぷりにお話しされました。

記念講演後、この１年の活動の簡潔な振り返りと意見交換がされ、引き続き、周りの人に働きかけ、賛同者を増やすなど、できることから活動を進めていくことが確認されました。

＜参加者の感想より＞

○“護憲”ではなく“活憲”という力強いお話に力が湧いた。同じ平和憲法を持つコスタリカの話には驚いた。知り合いに伝えたい。

○小野さんも伊藤さんも行動は一人から、できることをやるということが共通しているし、今後もそうした講演は聞きたい。勇気が湧いてきます。

○「憲法を使う」ということは考えたことがなかったので、まさに「目からウロコ」の感じでした。

○わかりやすくて大変よかったです。世界の様子など感動しました、「人」ってやっぱりすごいですね。うれしくなりました。仲良くいっしょに生きていける世の中にしたいと思いました。

○コカリナ演奏の小野先生の演奏とトークがとてもよく、とても自然に、元気をもらいました。
◆和歌山　９月９日行動県下で広範囲に展開
９月９日、県下各地で宣伝・署名行動をはじめ、「戦争体験を語る会」など「９条を
守ろう」の取り組みが広範囲に行われました。署名数は５地域、１７カ所で取り組ま
れ、２１１２筆集めました。

■和歌山市で大規模な宣伝・署名行動 １１カ所２４５人の行動で１３２６筆
　午前中、１０カ所の地域に別れて計１８２人が行動に参加。１１０４筆の署名を集めました。楠見中学校区では、高教組や市教組の組合員、年金者組合、医療生協、守ろう９条紀の川市民の会、共産党支部など１８人が参加。９６軒訪問し１００筆の署名をして頂きました。参加者は行動に先立って、「県民の会」作成の憲法リーフを短時間読み合わせ学習し、のぼり２本を掲げてマイク宣伝をしながら、６班に分かれて地域に入りました。事前にチラシを撒いていたため、待っていてくれた人などがいて話を切り出しやすかったという感想が出されています。
　明和中学校区では、「自民党支持の人に、名草９条の会のビラに書いている鈴木俊男さん（元自民党県会議員）、下草達男さん（元労働基準監督署長）のお名前を言い、この人も呼びかけ人になっているというと署名に応じてくれた」「戦争らどもならん、二度といやや、孫のことが心配やといって署名してくれた」などの声が寄せられています。

■「 憲法９条を守る和歌山弁護士の会」呼びかけのＪＲ和歌山駅前宣伝に６３人
　午後１時より、ＪＲ和歌山駅前周辺には「憲法９条を守る和歌山弁護士の会」の呼びかけで６３名の「憲法９条を愛する人」が集まりました。この日、県民の会が作成した「９条まもろう」「署名をしよう」のカラフルなのぼり旗がデビューし、９月の風にはためきました。午前の地域行動から引き続きの参加者も多くみられ、和歌山市の共同センターが作った「SONGO９」（県民大署名のイメージ　キャラクター）のパネルを持ち、通行人に目で訴えながらビラを配りました。マイクを握った弁護士は「日本が海外で戦争をできる国にしてはいけない」と力強く訴えました。また、今年原水禁世界大会に参加した若い女性は「戦争は絶対嫌です」と平和への熱い思いを語り、署名への協力を訴えました。猛暑の中での１時間行動でしたが、２２２筆の署名が集まりました。

■「９条守ろう」は多くに人に賛同してもらえると確信　　橋本・伊都地域で４０人
　橋本・伊都地域は橋本、高野口、かつらぎの３カ所に別れて行動。計４０人が行動に参加し３５２筆の９条署名を集めました。そのうち、かつらぎ地域では１３人が６班に分かれて訪問し１４７筆を集めました。参加者の一人は「皆、反応よく９条を守ると言うことについて多くの人に賛同してもらえると確信しました」と感想を述べていました。

■「憲法９条守ろう」の大パネルを掲げて 　粉河のスーパー前で宣伝・署名行動　
　那賀地域は、近々、粉河９条の会（仮称）結成予定と言うこともあり、粉河のスーパーの前で街頭宣伝行動を実施。３５人が参加し、５０筆の署名を集めました。通りかかった人が見てすぐわかるように、６枚の画用紙に「憲法９条を守ろう」のカラーの文字を大書きして、チラシの配布や署名を訴えました。

■燦燦公園など街頭宣伝と地域訪問 　海南・海草地域で２３人が参加　
　朝８時３０分から医療生協の８人が、燦燦公園で開かれていた元気市で街頭署名行動。９時には他の労組、民主団体など計２３人が参加し、のぼり、ハンドマイク宣伝、チラシ配布しながら署名を訴えました。また日方地域を戸別に訪問し、街頭宣伝も含めて計３７８筆の９条署名を集めました。年配の人がよく署名に応じてくれるなどの感想が出されています。

■「美浜９条の会」が地域署名行動
　美浜９条の会は、三尾地区に１５名が地域訪問署名行動に参加しました。５班に分かれて地図を見ながら一軒一軒訪問し、自作のチラシを配布して署名を訴えました。今回は８月９日の第１回行動（１９０筆）に続く２回目。留守が多かったが、それでも５３筆集まりました。訪問先で、父が戦争にとられたことや空襲の話などの戦争体験や、北朝鮮問題、自衛隊のことなど多くの対話が出来ました。

■「田辺９条の会」が戦争体験を語る会　満州での敗戦と引き揚げをテーマに
　万呂コミュニテｲーセンターで第６回目の「戦争体験を語る会」を開催し４５人が参加。２０年１月に１６才で満州の飛行中隊に配属され、終戦を迎えた谷口彬夫さんと１８才で満州開拓団青年義勇隊の訓練生としてハルピン郊外へ行き、昭和２０年８月１３日に招集された池田孝雄さんがソ連軍の猛攻撃の中で、大混乱に陥った満州での苦難の体験を語りました。
◆ 東京 ２４日に署名提出、議員要請
東京共同センターは、憲法「改正」反対、「９条守れ」の世論が高まるなか、この流れをさらに強め、改憲策動を断念させる取り組みを強めるため、当面、テロ特措法延長・新法反対のたたかいを強めながら、下記の行動を設定を設定し、多くの参加を呼びかけています。

<署名提出国会行動>
日時　１０月２４日（水）１３時３０分～１６時３０分

場所　衆議院第２議員会館　第２会議室

主催　憲法改悪に反対する東京共同センター　
内容　国会情勢報告、学習、署名提出、議員要請などを予定

<全都いっせい地域宣伝>
①１１月８日～１０日の間で、各地域とも数カ所実施

②１２月７日～　９日の間で、各地域とも数カ所実施

◆ 兵庫 １１・３(憲法交付)に多様な集会、宣伝・署名、イベント　１１・４経験交流会　 

兵庫共同センターは、０７年１１月３日文化の日が日本国憲法公布の日であることから、同日兵庫県下、あっちでも、こっちでも、憲法をかかげ、創意ある市民アピールを！巻き起こそうとの以下の呼びかけを発しました。
　兵庫県下各地でご活躍のみなさん
　来る１１月３日は、１９４７年のこの日に日本国憲法が公布され、戦争で悲惨な結果を体験した国民が大歓迎した記念すべき日です。
　ところが、あろうことに自民公明政権などは、改憲の手続きを決める「国民投票法」を強行採決し今年５月１８日に公布しました。このことも含め、貧富の差を拡大する自民公明政治の結果によって打撃を受けた国民は、参議院選挙で安倍政権にノーをつきつけました。
　しかし、彼らは依然として反省のかけらもありません。
　私たちは、今年５月３日憲法記念日に全県同時多発の様々な集会・行事・宣伝・署名運動を成功させ、全県で８０００人参加という集約となりました。
　また、８月４日（その前後も含め）には当センターと兵庫労連のよびかけで多彩な「取り組み・統一行動」が展開されました。
　こうして全国や兵庫県で発展する「九条の会」の活動とともに、多くの世論調査を見ても大きな影響力を発揮してきています。
　私たちはよびかけます。ぜひともこの１１月３日に各地で様々な工夫をこらし、幅広く市民によびかけて共同し、集会、行事、イベント、街頭宣伝、署名などを繰り広げようではありませんか。
　すでに兵庫労連は傘下の地域労連や全労組に行動のうったえを出しました。多くの諸団体のみなさんも連携、提携し、早急に計画をたて、とりくみましょう。
　そして翌１１月４日午後、神戸市中央区の中央労働センターで憲法改悪を止めさせるため全県で頑張っておられる皆さんが一同に会し、「地域こそキーワード、過半数世論つくり」のための「経験交流会」が企画されています。
　大いに頑張って成功させましょう
　短信･ホットライン　
◆　改憲派もマスコミも　びっくりするような集会にしたい

　１１・１６早稲田大学で学生「九条の会」が３０００人集会

１１月１６日（金）、早稲田大学で『Peace Night９』（憲法九条３千人集会）が開かれます。「改憲派もマスコミもびっくりするような集会にしたい」「平和は学問をする条件であり、学問の目的でもある」「なんとなく平和を大事にしたいと思っている人に、自分たちにもできることがあるんだと伝えたい」――学生の「九条の会」に集まるメンバーが、そんな願いをこめて企画した集会です。

平和な社会を築くうえで、また、憲法九条を守るうえで若者が果たす役割は非常に大きなものがあります。いま、東京の大学を中心とした「九条の会」は１１月１６日の『Peace Night９』の成功にむけて取り組みを強めています。皆さんの息子・娘さん、そして知り合いの若者たちに運動をひろげ、集会に参加することをよびかけてください。

また、集会には多額の資金も必要です。皆さんの浄財をピース☆９実行委員会へお寄せください。（連絡先：E-mail:peacenight9@yahoo.co.jp）

◆　あなたも読んでみませんか　月刊「憲法運動」誌

　１０月上旬に発行された月刊「憲法運動」第３６４号は、９月８日に明治大学で開催した学習討論集会の渡辺治（一橋大教授）、吉田裕（一橋大教授）、笠井亮（衆院議員）の３つの講演録を掲載した特別号です。情勢を多面的につかみ、世論と運動がきりひらいた到達に確信をもち、改憲阻止の運動の展望をつかみましょう。
○集団的自衛権と改憲問題　　　　　　　渡辺　治（一橋大学教授）
　〔補〕安倍政権の退陣後の憲法情勢
○靖国派の戦争・憲法観と安倍内閣　　　吉田　裕（一橋大学教授）
○参議院選挙後の政局と改憲阻止の展望　笠井　亮（日本共産党衆議院議員）
〔資料〕参議院選挙後の政局と改憲阻止の展望
☆特別定価７００円（送料７６円）〔多量部数ご注文の場合は割引します〕
☆お申し込み、お問合せは各地の憲法会議または下記憲法会議へ
　憲法会議（憲法改悪阻止各界連絡会議）
　〒101-0051　千代田区神田神保町２－１０　神保町マンション２０２
　℡03-3261-9007　Fax03-3261-5453　郵便振替00160-8-66110
　メールアドレス　mail@kenpoukaigi.gr.jp
☆定期購読のお願い。（Ｂ５版３２頁、年１０回発行）定価＠４００円（送料別）

年間購読料　４７００円（送料共）







































